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2018 年 7月吉日 

 

第 36 回日本 TDM 学会・学術大会の開催にあたって 

 

謹啓 

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。日頃より本学会のご理解、ご支援を賜り深く感謝

申し上げます。 

この度、2019 年 5 月 25 日（土）・26 日（日）の 2 日間、東京・コングレスクエア日本橋において、 

「第 36 回日本 TDM 学会学術大会」を開催する運びとなりました。 

日本 TDM 学会は、TDM（Therapeutic Drug Monitoring）を専門とする学会として設立され、科学

的基盤に立脚し、薬物治療の個別化について方法論から臨床応用まで広く研究対象とし、それを普及さ

せることにより、医療を受ける患者に対して安心、安全かつ良質な薬物治療を提供することを目指して

います。とくに本学会では、医学や薬学、臨床検査学など専門領域や職種の枠のとらわれず、従来の学

会では見落とされがちな共通言語の確立、疾病・治療に関する正確な情報共有、そして医療者間あるい

は医療者・患者間の相互理解の向上を大きな柱にしています。その結果として関連学会と共同で薬物血

中濃度モニタリングに関するガイドラインを作成し、その医療への貢献は大きく評価されているところ

でもあります。 

第 36 回学術大会では、「TDM Revisited: Looking Towards the Future」をテーマとしました。        

長年多くの研究者が積み重ねてきた TDM の手法と知識をいかに臨床で活用し、より質の高い医療を   

実践するために、われわれは将来に向けてどう取り組んでいくべきか議論をしていきたいと考えていま

す。とくに今回は臨床における TDM を主軸にして、最新の TDM に関する情報提供とともに、シンポ

ジウム、 症例検討ワークショップ、ハンズオン、臨床研究の教育・啓蒙に関するセミナー等を企画して

います。また、本大会を通して若い世代や多職種の方々が交流できることを期待しております。 

つきましては、本大会の趣旨をお汲み取り戴き、厳しい経済状況のもと誠に恐縮ではございますが、

温かいご支援を賜りたくよろしくお願い申し上げます。  

末尾ながら、貴社の益々のご発展をお祈り申し上げます。 

謹白 

 

 

第 36 回日本 TDM 学会学術大会 

会長 志賀 剛 

東京女子医科大学循環器内科 
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開 催 概 要 
1. 会議の名称 

第 36回日本 TDM 学会・学術大会 

 

2. 主催者 

  大会長 志賀 剛 （東京女子医科大学 循環器内科） 

 

3. 大会組織委員（敬称略） 

 

 

4. 会期・会場 

平成 31 年（2019 年）5月 25 日（土）～26日（日） 

コングレスクエア日本橋 

〒103-0027 東京都中央区日本橋 1-3-13 東京建物日本橋ビル 2階 

TEL：03-3275-2090 FAX：03-3275-2089 

  

5. テーマ 

TDM Revisited: Looking Towards the Future 

  

6. プログラム 

会長講演、特別講演、シンポジウム、教育講演、ランチョンセミナー、症例検討、一般演題等 

※変更になる可能性もございます 

 

7. 参加予定数  約 900 名  

家入一郎 九州大学大学院薬学研究院薬物動態学分野

上野和行 新潟薬科大学薬学部薬物動態学研究室

越前宏俊 明治薬科大学薬物治療学

奥田真弘 三重大学医学部附属病院薬剤部

加藤隆児 大阪薬科大学循環病態治療学

木村利美 東京女子医科大学病院薬剤部

栄田敏之 京都薬科大学薬物動態学分野

篠崎公一 北里大学薬学部臨床薬学研究・教育センター臨床薬学大講座 薬物動態学

菅原満 北海道大学大学院薬学研究院薬物動態解析学

鈴木敦 東京女子医科大学循環器内科

谷川原祐介 慶應義塾大学医学部臨床薬剤学

布田伸一 東京女子医科大学大学院重症心不全制御学分野

浜田幸宏 東京女子医科大学病院薬剤部

平田純生 熊本大学薬学部附属育薬フロンティアセンター・臨床薬理学分野

本間真人 筑波大学附属病院薬剤部

増田智先 九州大学病院薬剤部

松本直樹 聖マリアンナ医科大学薬理学

三浦崇則 安城更生病院教育研修臨床研修支援センター
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8. 収支計画 

 

9. お問合せ先 

＜主催事務局＞ プログラムに関するお問い合わせ先 

東京女子医科大学循環器内科学講座 

〒162-8666 東京都新宿区河田町 8-1 

 

＜運営事務局＞ その他・運営に関するお問い合わせ先 

株式会社コングレ内  

〒102-8481 東京都千代田区麹町 5-1 弘済会館ビル 

TEL：03-5216-5318 FAX：03-5216-5552 E-mail:tdm2019@congre.co.jp 

 

10．各種申込み先および振込先 

 ＜申込み先＞ 

第 36回日本 TDM 学会・学術大会 運営事務局 株式会社コングレ内  

〒102-8481 東京都千代田区麹町 5-1 弘済会館ビル 

TEL：03-5216-5318 FAX：03-5216-5552 E-mail: tdm2019@congre.co.jp 

 

＜振込先＞ 

    銀 行 名: 三菱 UFJ 銀行  

     支 店 名: 東京女子医大出張所（店番：315） 

     口座番号: 0055694（普通）  

   名 義 人: 第 36 回日本 TDM 学会学術大会 代表 志賀剛 

     フリガナ: ﾀﾞｲ 36 ｶｲﾆﾎﾝ TDM ｶﾞｯｶｲｶﾞｸｼﾞｭﾂﾀｲｶｲ ﾀﾞｲﾋｮｳ ｼｶﾞ ﾂﾖｼ 

●収入の部 （単位：円） ●支出の部 （単位：円）

金　　額 備　　考 金　　額 備　　考

1 参加登録料 7,855,000 ＜事前準備費＞ 4,261,000

事前・会員 @8,000 × 370名 2,960,000 1 運営準備費 2,200,000

事前・非会員 @9,000 × 210名 1,890,000 2 演題処理費 500,000

事前・学生 @2,000 × 35名 70,000 3 印刷・制作物製作費 1,480,000

当日・会員 @9,000 × 110名 990,000 4 郵送・発送業務費 81,000

当日・非会員 @10,000 × 160名 1,600,000

当日・学生 @3,000 × 15名 45,000 ＜当日運営費＞ 12,285,291

懇親会・事前 @3,000 × 80名 240,000 1 会場費 6,180,108

懇親会・当日 @3,000 × 20名 60,000 2 持込機材費 1,228,200

3 看板・装飾費 910,000

2 共催セミナー 8,100,000 4 運営人件費 2,033,000

ランチョンセミナーA @1,188,000 × 2社 2,376,000 第1会場 5 その他・備品等 230,000

ランチョンセミナーB @864,000 × 2社 1,728,000 第2会場 6 飲食関係費 890,000

ランチョンセミナーC @756,000 × 2社 1,512,000 第3会場 7 招聘費 813,983

共催セミナーA @1,080,000 × 1社 1,080,000 第1会場

共催セミナーB @756,000 × 1社 756,000 第2会場 ＜事後処理費＞ 200,000

共催セミナーC @648,000 × 1社 648,000 第3会場

3 商業展示出展料 1,339,200

基礎小間出展料 @216,000 × 6社 1,296,000

書籍展示 @10,800 × 4本 43,200

 

5 広告 648,000

表2(表紙内側1頁・モノクロ) @108,000 × 1社 108,000

表3(裏表紙内側1頁・モノクロ) @108,000 × 1社 108,000

後付け1頁・モノクロ @54,000 × 5社 270,000

後付け1/2頁・モノクロ @32,400 × 5社 162,000

6 抄録集 20,000

抄録集 @2,000 × 10部 20,000

7 学会本部補助金 1式 0

16,746,291

8 寄付金 1式 800,000 1,339,703

18,085,994

676,206

¥18,762,200 ¥18,762,200 　

項　　　　　目 数　　　　　　量 項　　　　　目

小 　　　計

消  費  税

中　　　　計

予  備  費

合　　計 合　　　　計
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【ランチョン・共催セミナー】 

1. ランチョン・共催セミナー費用 

セッション 枠（分） 共催費（税込） 席  数 開催数（2日間合計） 

ランチョンセミナーA 60 分 \1,188,000 380 席 2 セッション 

ランチョンセミナーB 60 分 \864,000 150 席 2 セッション 

ランチョンセミナーC 60 分 \756,000 100 席 2 セッション 

共催セミナーA 60 分 \1,080,000 380 席 1 セッション 

  共催セミナーB 60 分 \756,000 150 席 1 セッション 

共催セミナーC 60 分 \648,000 100 席 1 セッション 

 

 

2. ランチョン・共催セミナー費用に含まれるもの 

 

■共催費用には以下の項目が含まれます 

（1） 控室室料（日本橋コングレスクエア内、場所は事務局指定） 

（2） 会場付帯設備費（机、いす、ステージ、音響設備、照明など） 

（3） 会場付帯機材費 

a. パソコン発表用プロジェクター（1台）（パソコン接続用周辺機器を含む） 

b. メインスクリーン（1台） 

c. 計時回線（計時用タイムインジケーター）（一式） 

d. 座長、演者、進行係用卓上ライト（各 1台） 

e. 演者用レーザーポインター（1本） 

f. 計時進行用等文房具セット（セミナー会場に設置、控室は別途請求） 

 

■以下の費用は、上記の共催費用には含まれていませんので、別途各社でご負担ください。 

（１）  参加者用弁当、ドリンクの手配 

（２）  座長／演者への謝金および旅費・宿泊費 

（３）  控室での接遇飲食費・機材費 

（４）   運営費用（学会手配以外の追加機材／看板装飾費他） 

（５）   ポスター／チラシ等印刷製作物 

 

3. 申込み方法 

同封のセミナー申込書に必要事項をご記入の上、下記運営事務局へお申込みください。 

申 込 締 切 日 ： 2018 年 12 月 14 日（金） 

共催費入金方法 ： 後日、運営事務局より請求書をお送りいたしますので、 

本趣意書に記載の指定口座にお振込みください。 
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＜申込み先＞ 

第 36回日本 TDM 学会・学術大会運営事務局 株式会社コングレ内  

〒102-8481 東京都千代田区麹町 5-1 弘済会館ビル 

TEL：03-5216-5318 FAX：03-5216-5552 E-mail:tdm2019@congre.co.jp 

 

 

4．その他 

日本製薬工業協会策定の「企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドライン」および 

日本医療機器産業連合会策定の「医療機器業界における医療機関等との透明性ガイドライン」に基づき

「貴社と医療機関及び医療関係者との関係の透明性に関する指針」に従い、 

会合等開催にかかる費用を「学会名」「共催セミナー名」の通りに、貴社のウェブサイト上に公開するこ

とに同意します。 
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【機器展示/書籍展示】 

 

1. 開催期間   2019 年 5月 25 日（土）／  9：00～17：00（予定） 

 2019 年 5月 26 日（日）／  9：00～15：00（予定） 

   ＊正確な開催時間については、後日「出展実施要網」にてお知らせいたします。 

 

2. 開催場所   基 礎 小 間 ： コングレスクエア日本橋ロビー内 

書 籍 展 示 ： コングレスクエア日本橋ロビー内 

 

3．出展費用（1小間あたり、消費税 8%） 

 

◆基礎小間（W1800×D900×H2400） 216,000 円（税込） （電気工事費・電気使用料を除く） 

 

 
 

〔基礎小間に含まれるもの（単位は mm）〕 

① バックパネル （W1,800mm×H2,400mm） 

② 展示台（白布付） （W1,800mm×D900mm×H700mm） 

③ 社名板     （W900mm×H150mm、ゴシック体、スミ文字） 

④ 蛍光灯  

 

◆書籍展示   机 1 本（W1,800mm×D750mm×H700mm)    10,800 円（税込） 

書籍出展にはクロスは含みます。照明、社名板は含みません。 

 

4. その他 

展示ブースの位置は、出展の申込み締め切り後、出展物の種類・形状・重量・小間数等を考慮の上、 

出展実施要網と併せて、出展社にご通知いたします。 

設営および撤去等のスケジュールはプログラム確定後、2019 年 3月頃に、「出展実施要綱」をお送りし

ます。 

出展内容が本展示会の趣旨にそぐわない場合、主催者はその受付を保留・拒否する場合があります。

また、出展申込書提出後は事務局が不可抗力と認めた場合以外、取消はできません。ご了承ください。 
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【プログラム抄録集広告】 

1. 媒体名称 

第36回日本TDM 学会・学術大会プログラム抄録集 

 

2. 媒体規格 

A4 版 

 

3. 配布対象 

日本TDM学会会員、学術大会参加者に配布 

 

 4．作成部数 

   2,000部 

 

 ５．媒体製作費 

   950,000円（予定） 消費税込 

 

 

 6．広告掲載料 

  表2（モノクロ）      108,000円（税込）    1社 

  表3（モノクロ）      108,000円（税込）    1社 

  後付1頁（モノクロ）      54,000円（税込）   5社  

    後付1/2頁（モノクロ）     32,400円（税込）   5社 

 

 

7.広告掲載料    

648,000円（消費税込） 

 

 

8.広告原稿 

データ、フイルム、紙焼のいずれかで、申込書送付後にご提出をお願いします。 

なお、郵送にてお送りいただきました版下は学術大会終了後に各社にご返却させていた

だきます。 
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9.申込み方法・支払方法 

広告掲載申込書に必要事項を記入のうえ、運営事務局までご送付ください。       

表2、表3につきましては、先着順とさせていただきます。     

掲載ページ決定後、請求書を発行いたしますので指定の口座にお振込ください。  

 

 

10. 申込期限 

2019年3月22日(金) 

版下原稿は3月29日（金）までに運営事務局までお送りください。 

 

申し込み後の取り消しは、原則としてできません。お支払い済みの広告料の返金は、 

いたしかねます。 

 

11. プログラム抄録集発行予定   2019年 5月上旬 

広告掲載企業には、プログラム抄録集を１冊進呈いたします。 
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【募金 募集要項】 

 

1. 募金の名称 

第 36回日本 TDM 学会・学術大会 

 

2. 募金の目標額 

￥800,000 （総経費：¥18,297,200） 

 

3. 募金の対象先 

医学・薬学関係企業 他 

 

4. 募金期間 

平成 30 年 6 月 1 日(金)から平成 31年 5月 25 日（金）までの間 

 

5. 募金の用途 

第 36回日本 TDM 学会・学術大会の準備および運営の費用 

 

6. 募金の払込方法 

趣旨にご賛同賜り、ご協力いただけます場合は、同封の申込用紙にご記入の上、 

下記事務局宛にご返送ください。 

 

   <募金払込口座> 

   銀 行 名: 三菱 UFJ 銀行  

     支 店 名: 東京女子医大出張所（店番：315） 

     口座番号: 0055694（普通）  

   名 義 人: 第 36 回日本 TDM 学会学術大会 代表 志賀剛 

     フリガナ: ﾀﾞｲ 36 ｶｲﾆﾎﾝ TDM ｶﾞｯｶｲｶﾞｸｼﾞｭﾂﾀｲｶｲ ﾀﾞｲﾋｮｳ ｼｶﾞ ﾂﾖｼ 

 

<申込書送付先> 

第 36回日本 TDM 学会・学術大会運営事務局 株式会社コングレ内  

〒102-8481 東京都千代田区麹町 5-1 弘済会館ビル 

TEL：03-5216-5318 FAX：03-5216-5552 E-mail:tdm2019@congre.co.jp 

   

 

 

  

 

 

 

 


